
令和6年

編

集

後

記

編

集

後

記

第69回富山県環境保健衛生大会

環
境
巡
視
員
研
修
会（
東
部
）報
告

ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
！

み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦

入
善
沖
洋
上
風
力
発
電
施
設
と

　
　
　
　
入
善
町
の
ご
み
処
理
視
察
研
修
会

「
第
２
回
ス
ポ
G
O
M
I
in
上
市
」開
催
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県知事表彰 県連会長表彰

歓迎レセプション　セリオラ　クインテット

会長感謝状 小中学生　ポスター・壁新聞表彰

会長挨拶

７月21日　朝日町
町民総ぐるみ清掃デー

５月26日　砺波市
砺波市民ごみゼロ運動

日
　
時
　
令
和
６
年
９
月
12
日（
木
）10
〜
16
時

集
　
合
　
入
善
ま
ち
な
か
交
流
施
設
う
る
お
い
館

参
加
者
　
県
東
部
地
区
環
境
巡
視
員
、市
町
村
協
議
会
、市
町
村

事
務
局
、県
事
務
局
　
37
名

テ
ー
マ
　「
入
善
の
ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」

　
　
　
　「
入
善
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
」

日
　
程

①
講
話
　「
入
善
町
の
ご
み
処
理
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
」

講
師
　
入
善
町
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
島
　
貴
大
主
任

資
源
物
の
出
し
方（
リ
サ
イ
ク
ル
）

・
ビ
ン
類
、
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
、紙
パ
ッ
ク
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、

新
聞
・
雑
誌

②「
入
善
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
入
善
マ
リ
ン
ウ
ィ
ン
ド
合
同
会
社
に
て

　
講
師
　
株
式
会
社
ウ
ェ
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
開
発
部
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
矢
守
　
悠
　
様

　
入
善
沖
海
岸
に
設
置
さ
れ
た
風
力
発
電
を
視
察

　
そ
の
後
う
る
お
い
館
に
て
風
力
気
発
電
建
設
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

③
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
ご
み
処
理
施
設「
エ
コ
ポ
〜
ト
」見
学

中央再生広場にて
資源の出し方を見学

エコぽ～とは平成12年
から稼動した燃やせる
ごみの焼却施設。魚津
市、黒部市、入善町、朝
日町のごみを処理して
いる。施設の特徴とし
て、砂でごみを燃やす
流動床燃焼方式を採用
し、公害防止用の有害
ガス除去装置、汚水を
外に出さないクローズ
ドシステム等を備えて
いる。

入善洋上風力発電所は、
入善町沖（横山海岸）
678メートル～938メー
トルに設置され出力３千
キロワット級の風車３基
で、一般家庭約３６００世
帯分稼働中。

　
10
月
20
日（
日
）、上
市
町
環
境
保
健
衛
生
協
会
が
主
催
で「
ス

ポ
G
O
M
I
大
会 

in 

上
市
」
が
上
市
町
役
場
周
辺
で
行
わ
れ
、

13
チ
ー
ム
52
人
が
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　 「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」は
、
３
〜
５
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
決

め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
１
時
間
に
拾
っ
た
ご
み
の
種
類
や
量
で

ポ
イ
ン
ト
を
競
い
ま
す
（
燃
え
る
ご
み
は
１
０
０
g
で
20
ポ
イ

ン
ト
な
ど
）。日
本
発
祥
の
エ
コ
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
昨
年
、町
制
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
初
め
て
実
施
し
、今
回

が
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

 
い
ざ
競
技
が
始
ま
っ
て
み
る
と
側
溝
や
植
え
込
み
、
道
端
の

段
差
や
電
柱
脇
、
雑
草
の
影
な
ど
様
々
な
死
角
に
ご
み
が
落
ち

て
い
た
よ
う
で
す
。家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
な
が
ら
集
め

た
ご
み
の
総
量
は
、34
・
20
㎏
で
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
ご
み
拾
い
も
楽
し
ん
で

取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
住

ま
い
を
き
れ
い
に

す
る
大
切
さ
、
達

成
感
を
改
め
て
実

感
し
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
令
和
６
年
度
の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。会
報
の
編
集
と
い
う
大
役
を
賜
り
、身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
叫
ば
れ
て
数
十
年
が
経

ち
、
今
は
様
々
な
世
代
に
私
た
ち
の
環
境
へ
の
意
識
が
根
付
い

て
い
ま
す
。し
か
し
、猛
暑
や
豪
雨
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
が
私

た
ち
の
生
活
に
直
撃
し
、
意
識
だ
け
で
な
く
環
境
や
防
災
へ
の

新
し
い
知
識
を
積
み
上
げ
て
い
く
時
代
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
１
月
１
日
の
地
震
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年

で
し
た
。こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た

の
か
等
、様
々
な
意
見
が
地
域
で
あ
が
り
、色
々
な
こ
と
が
実
行

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
や
日

常
生
活
の
中
で
の
困
っ
た
こ
と
等
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の

情
報
発
信
が
で
き
ま
す
よ
う
、
委
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
上
記
）

　
今
年
度
の
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
は
、

６
月
か
ら
９
月
に
全
15
市
町
村
で
実
施
さ
れ
、
３
万
４
千
人
ほ

ど
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
お
陰
で
富
山
が
本
当
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

④
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
粗
大
ご
み
処
理
施
設
「
宮
沢
清
掃
セ

ン
タ
ー
」

　
　
屋
内
式
新
最
終
処
分
場
の
見
学

新最終処分場
屋根付の最新鋭の最終処
分場で外部への埋立物の飛
散や臭気による環境への悪
影響が無く、雨や雪の天候
にも影響されることも無い
との説明。

（1） （4）



表

　彰

藻場の保全

廃棄野菜
の削減

地域連携実践型教育

ウニの
商品化

　「
環
境
に
や
さ
し
く

　健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、
令
和
６
年
11
月
16
日

（
土
）午
後
１
時
15
分
よ
り
氷
見
市
の
氷
見
市
芸
術
文
化
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
五
十
嵐
務
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
の
開
会

の
挨
拶（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続
い
て
富
山
県
知
事（
知
事
代
理
・

有
賀
玲
子
厚
生
部
長
）の
挨
拶
が
あ
り
、次
に
地
元
開
催
市
で
あ

る
菊
地
正
寛
氷
見
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
知
事
表
彰（
厚
生
部
門
功
労
）と
し
て
、永
年

環
境
保
健
衛
生
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
４

氏
と
１
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表

彰
と
し
て
、
個
人
の
部
20
名
、
団
体
の
部

で
７
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。ま
た
永
年

に
亘
り
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た

４
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た「
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
に
関
す
る
優
秀
壁
新

聞
・
ポ
ス
タ
ー
」の
部
で
は
、
壁
新
聞
の

部
で
６
名
の
小
学
生
、ポ
ス
タ
ー
の
部
で

15
名
の
小
・
中
学
生
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
氷
見
市
の
放
生
寛
治

氏
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
に
来
賓
か
ら
山
本
徹
富
山
県
議
会
議
長
（
議
長
代
理
・
井

上
学
県
議
会
副
議
長
）、
積
良
岳
氷
見
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が

あ
っ
た

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿
　
鍵
は
”フ
レ

イ
ル
予
防“
〜
生
き
が
い
を
持
っ
て
住
民
同
士
で
も
助
け
合
え

る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜
」と
題
し
て
、東
京
大
学
　
高
齢
社
会
総

合
研
究
機
構
機
構
長
で
あ
り
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
飯
島
勝
矢
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
「
海
洋
環
境
の
回
復
・
地
域
活
性
化
・
商
品
化
を
め

ざ
し
て
〜
地
球
に
や
さ
し
い
ウ
ニ
と
や
さ
い
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
」
と
題
し
て
富
山
県
立
氷
見
高
等
学
校
か
ら
活
動
発
表
が

あ
っ
た
。

　
次
に
大
会
宣
言
案
が
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
林
千
昭
副

会
長
か
ら
読
み
上
げ
提
案
が
あ
り
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
田
中
賢
次
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
長
か
ら
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、次
年
度
の
開
催
は
富
山
市
と
な
っ
た
。

「
五
十
嵐
会
長
挨
拶
」要
旨

　
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
多
大
な

被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、最
も
被
害
の
大

き
か
っ
た
氷
見
市
に
お
か
れ
て
は
、
未
だ
復
興
の
最
中
に
あ
る

中
、開
催
準
備
を
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

県
連
合
会
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
項
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
家
庭
で
の
取
組
み
を
推
進
す

る「
デ
コ
活
」の
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。「
デ

コ
活
」と
は
、
平
成
22
年
10
月
に
環
境
省
が
提
唱
し
た「
脱
炭
素

に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
」
の
愛

称
で
、昨
年
７
月
に
発
表
さ
れ
た
新
し
い
言
葉
で
す
。

　
家
庭
で
で
き
る
取
組
み
と
し
て
、ク
ー
ル
ビ
ズ
、節
水
、地
産

地
消
、
食
べ
き
り
、
ご
み
の
分
別
・
削
減
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
や
省
エ

ネ
家
電
の
使
用
な
ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。こ

の
例
の
多
く
は
、
私
た
ち
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
も
の
で
す
。改
め
て
、
デ
コ
活
を
知
り
、
家
庭
で
貢
献

で
き
る
取
組
み
を
周
知
し
、
デ
コ
活
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
、健
康
寿
命
の
延

伸
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。令
和
２
年
度
よ
り
、
重
点
事
項
に「
人

生
1
0
0
年
時
代
に
向
け
て
」、「
フ
レ
イ
ル
予
防
」の
推
進
を
掲

げ
、取
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
、
フ
レ
イ
ル
対
策
の
第
一
人
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
飯
島

勝
矢
先
生
か
ら「
フ
レ
イ
ル
予
防
」に
関
す
る
ご
講
演
が
あ
り
ま

す
。貴
重
な
ご
講
演
を
お
聞
き
し
、
是
非
、
今
後
の
市
町
村
の
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
講
演
〕

　
健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿
　
鍵
は〝
フ
レ
イ
ル
予
防
〞

　
　〜
生
き
が
い
を
持
っ
て

住
民
同
士
で
も
助
け
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

医
師 

医
学
博
士 

東
京
大
学 
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構 

機
構
長

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

　飯
島
　勝
矢 

氏

は
じ
め
に

　
果
敢
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
ラ
ガ
ー
、
プ
チ
就
労（
農
業
）で
品
種

改
良
に
取
り
組
む
男
性
、
特
に
運
動
も
し
て
い
な
い
が
穏
や
か

な
笑
顔
の
93
歳
の
女
性
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
紹
介
か
ら

は
じ
ま
る
。フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
、”ど
う
い
う
気
持
ち
で
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
“
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。

１
．「
フ
レ
イ
ル
の
概
念
」

　
こ
の
時
期
は
要
介
護
の
危
険
度
が
高
い
が
、ま
だ
戻
せ
る（
可

逆
性
）。し
か
し
、
多
面
的
要
因
に
よ
る
負
の
連
鎖
が
自
立
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

※
多
面
的
要
因
と
は

　
・
社
会
的
フ
レ
イ
ル
：
独
居
　
経
済
的

困
窮
　
孤
食
　
人
と
の
つ
な
が
り
の

欠
如
等

　
・
心
理
的
・
認
知
的
フ
レ
イ
ル
：
う
つ

認
知
機
能
低
下
等

　
・
身
体
的
フ
レ
イ
ル
：
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
等

　
健
康
長
寿
を
提
唱
し
て
き
た
が
、”予
防
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
？
“
”幸
福
度（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）は
ど
う
で

あ
っ
た
か
？
“
と
の
観
点
か
ら
話
は
す
す
め
ら
れ
た
。

２
．「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」と「
フ
レ
イ
ル
の
社
会
的
側
面
」と
の

併
存
に
よ
る
リ
ス
ク

　「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」は
運
動
だ
け
、
栄
養
を
取
る
だ
け
で
な

く
両
方
や
っ
て
は
じ
め
て
予
防
で
き
る
も
の
だ
。そ
れ
以
上
に

「
フ
レ
イ
ル
の
社
会
的
側
面
」に
重
要
な
リ
ス
ク
が
潜
む
こ
と
に

つ
い
て
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。

　
社
会
的
側
面
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
と
し
て
、
次
の
３
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
・
閉
じ
こ
も
り
傾
向（
外
出
１
回
/
週
未
満
）

　
・
家
族
や
友
人
と
の
付
き
合
い
が
な
い

　
・
体
調
が
悪
い
時
に
身
近
な
相
談
相
手
が
い
な
い

３
．健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）

　
健
康
長
寿
は
幸
福
長
寿（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。実
際
に
は
、両
立
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
老
い
て
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
目
指
し
て
、

住
民
同
士
で
助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

〔
活
動
発
表
〕

　「
海
洋
環
境
の
回
復
・
地
域
活
性
化
・
商
品
化
を
め
ざ
し
て
」

〜
地
球
に
や
さ
し
い
ウ
ニ
と
や
さ
い
ク
ル
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
　
　
　
　
　
　富
山
県
立
氷
見
高
等
学
校

１
．廃
棄
野
菜
を
利
用
し
た
駆
除
ウ
ニ
の
商
品
化

　
ウ
ニ
の
駆
除
活
動
に
、
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
高
校
生
が
取

り
組
ん
だ
。駆
除
し
た
ウ
ニ
は
身
入
り
が
悪
く
お
い
し
く
な
い

が
、
市
場
に
出
せ
な
い
ト
マ
ト
や
小
松
菜
を

与
え
て
養
殖
す
る
と
、
可
食
部
が
大
き
く
育

つ
こ
と
や
、与
え
る
野
菜
に
よ
っ
て
、ウ
ニ
の

色
や
風
味
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。養
殖

に
最
適
な
条
件
を
探
っ
て
ウ
ニ
の
商
品
化
、

製
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
．私
た
ち
の
高
校
が
目
指
す
も
の
〜
地
域
連
携
実
践
型
教
育
〜

　
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
ウ
ニ
駆
除
活
動
か

ら
、藻
場
の
再
生
、食
品
ロ
ス
・
食
品
廃
棄
物
削

減
、地
域
の
特
色
あ
る
商
品
、製
品
の
販
売
へ
と

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
昨
年
、
活
動
が
評
価
さ
れ
て
日
本
海
北
部
地

区
海
洋
高
校
生
徒
研
究
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

　
ま
た
、
と
や
ま
環
境
ジ
ュ
ニ
ア
活
動
賞
を
受

賞
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
藻
場
を
荒
ら
す
ウ
ニ
の
商
品
化

に
取
り
組
む
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
（
東
京
）
が
朝
日
町
に
大
規
模
な
畜

産
施
設
を
新
設
し
、商
業
ベ
ー
ス
に
の
せ
る
計
画
が
で
て
い
る
。

第
69
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
開
く

有賀厚生部長菊地氷見市長

日
　
　
時
　
令
和
６
年
10
月
12
・
13
日（
土
日
）

会
　
　
場
　
富
山
産
業
展
示
館
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
西
館

テ
ー
マ
　
県
内
最
大
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
「
と
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
」

並
び
に
県
連
合
会
の
出
展
ブ
ー
ス
等
を
視
察
し
、企
業
・

団
体
の
環
境
保
全
活
動
な
ど
の
取
組
み
を
学
び
、
エ
コ

ラ
イ
フ
の
定
着
・
拡
大
並
び
に
今
後
の
活
動
に
生
か
す
。

参
加
人
数
　
12
名

内
　
　
容
　
①
各
ブ
ー
ス
を
視
察
し
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
。

②
県
連
合
会
が
出
展
し
て
い
る「
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
」、

「
展
示
コ
ー
ナ
ー（
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け

大
作
戦
、
児
童
生
徒
の
ポ
ス
タ
ー
等
）、「
環
境
に
関

す
る
標
語
・
宣
言
募
集
コ
ー
ナ
ー
」
の
視
察
、
参
加
。

○
第
69
回
　富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
時
　
令
和
６
年
11
月
16
日（
土
）

　
会
場
　
氷
見
市
　
氷
見
市
芸
術
文
化
館
ホ
ー
ル
　

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
大
塚
　
千
代
　
南
砺
市
環
境
保
健
協
議
会
副
会
長

　
　
　
萩
原
　
　
勉
　
舟
橋
村
保
健
衛
生
協
議
会
会
長

      

　
放
生
　
寛
治   

氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
副
会
長

      

　
永
川
　
武
文   

富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
理
事

団
体
　
国
吉
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
（
高
岡
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

  

前
副
会
長
　
　
吉
田
　
裕
造
　
滑
川
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

  

前
副
会
長
　
　
田
中
　
賢
次
　
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会  

  

前
常
任
理
事
　
加
納
　
昌
之
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会

  

前
常
任
理
事
　
広
嶋
　
寿
雄
　
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会

県
連
会
長
表
彰

個
人

　
眞
田
　
文
夫
（
富
山
市
）
　
寺
井
　
正
三
（
富
山
市
）

　
宝
田
　
　
隆
（
富
山
市
）
　
松
本
　
光
男
（
富
山
市
）

　
平
井
　
重
成
（
富
山
市
）
　
澤
井
　
昌
美
（
富
山
市
）

　
片
山
　
良
作
（
富
山
市
）
　
里
見
　
正
夫
（
富
山
市
）

　
大
菅
　
憲
一
（
高
岡
市
）
　
上
野
　
　
誠
（
高
岡
市
）

　
鈴
木
　
　
博
（
高
岡
市
）
　
宮
木
　
裕
子
（
氷
見
市
）

　
三
輪
　
惠
子
（
砺
波
市
）
　
島
田
久
仁
子
（
砺
波
市
）

　
中
島
　
外
美
（
砺
波
市
）
　
佐
伯
美
智
子
（
砺
波
市
）

　
村
井
　
昭
子
（
砺
波
市
）
　
小
林
　
文
雄
（
南
砺
市
）

　
岡
田
三
千
男
（
小
矢
部
市
）
牧
本
　
雄
一
（
小
矢
部
市
）

団
体

　
太
田
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
　
　
　
（
高
岡
市
）

日
　
　
時
　
令
和
６
年
８
月
30
日（
金
）
14
時
〜
15
時
30
分

会
　
　
場
　
砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
　
イ
オ
ン
砺
波
店

テ
ー
マ
　
砺
波
市
・
砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
の
「
と
な

ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
み
を
研
修
し
、
今
後
の

連
合
会
、
市
町
村
協
議
会
の
活
動
に
生
か
す
。

参
加
人
数
　
15
名

　
講
話
　「
と
な
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
　
健
康
増
進
係
　
山
田
美
紀
　
係
長

・「
と
な
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
令
和
元
年
、
砺
波
市
が

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
数
値（
5・6
以
上
）の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

糖
尿
病
予
防
の
た
め
、
ま
た
、
富
山
県
の
野
菜
の
摂
取
量
が
全

国
と
比
べ
70
ｇ
程
少
な
く
、
20
・
30
・
40
代
の
野
菜
の
摂
取
量
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、「
野
菜
を
食
べ
よ
う
！
野
菜
か
ら
食
べ
よ

う
！
」
を
合
い
言
葉
に
市
健
康
セ
ン
タ
ー
並
び
に
協
議
会
が

様
々
な
活
動
を
展
開
。

・
取
り
組
み
内
容

①
チ
ー
ム
づ
く
り
：
仲
間
を
集
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ

く
る
。

②
レ
シ
ピ
づ
く
り
：
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
レ

シ
ピ
、
砺
波
の
伝
統
料
理
・
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
作
成
並
び
に
募

集
。
ま
た
、
集
め
た
レ
シ
ピ
をcookpad

で
公
開
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
雰
囲
気
づ
く
り
：
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
旗
、
ス
タ
ッ
フ
用
法
被
等
を
つ
く
る
。

　
そ
の
後
、
イ
オ
ン
１
階
に
移
動
し
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
を
使
っ
て
の
「
野
菜
接
収
量
測
定
会
」
を
視
察
し
、
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
を
行
っ
た
。

　
二
塚
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
　
　
　
（
高
岡
市
）

　
木
津
校
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
　
　
　
（
高
岡
市
）

　
氷
見
市
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
大
町
地
区
（
氷
見
市
）            

　
種
田
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
　
　
　
　
（
砺
波
市
）

　
泉
沢
集
落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
砺
市
）

　
ほ
の
ぼ
の
た
じ
り
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
（
南
砺
市
）

○
令
和
６
年
度
富
山
県
県
土
美
化
推
進
県
民
会
議
総
会

　
日
時
　
令
和
６
年
４
月
22
日
（
月
）

　
会
場  

富
山
国
際
会
議
場

富
山
県
知
事
表
彰
環
境
部
門
功
労
（
県
土
美
化
分
野
）

   

石
黒
　
紘
一
（
富
山
市
）
　
四
ツ
谷
瑞
子
（
富
山
市
） 

   

關
口
　
　
謙
（
高
岡
市
）

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

　
第
68
回
生
活
と
環
境
全
国
大
会

　
日
時
　
令
和
６
年
10
月
31
日（
木
）

　
会
場
　
神
奈
川
県  

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル 

　
生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
加
納
　
昌
之
（
高
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
生
　
　
修
（
魚
津
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
永
　
榮
治
（
小
矢
部
市
）

令
和
６
年
度
環
境
専
門
部
会
研
修
会

　「
と
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
４
視
察
研
修
会
」

令
和
６
年
度
健
康
専
門
部
会
研
修
会

　
　「
と
な
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
視
察
研
修
会
」

県連合会のブース

環境フェアの企業ブース

砺波市のクックパッド

イオンでベジチェック体験

講義の風景

（3） （2）



表

　彰

藻場の保全

廃棄野菜
の削減

地域連携実践型教育

ウニの
商品化

　「
環
境
に
や
さ
し
く

　健
康
は
生
活
習
慣
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
が
、
令
和
６
年
11
月
16
日

（
土
）午
後
１
時
15
分
よ
り
氷
見
市
の
氷
見
市
芸
術
文
化
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
初
め
に
五
十
嵐
務
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
の
開
会

の
挨
拶（
別
掲
）が
あ
っ
た
。続
い
て
富
山
県
知
事（
知
事
代
理
・

有
賀
玲
子
厚
生
部
長
）の
挨
拶
が
あ
り
、次
に
地
元
開
催
市
で
あ

る
菊
地
正
寛
氷
見
市
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
、県
知
事
表
彰（
厚
生
部
門
功
労
）と
し
て
、永
年

環
境
保
健
衛
生
に
尽
力
さ
れ
た
個
人
４

氏
と
１
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
次
い
で
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
長
表

彰
と
し
て
、
個
人
の
部
20
名
、
団
体
の
部

で
７
団
体
の
表
彰
が
あ
っ
た
。ま
た
永
年

に
亘
り
連
合
会
の
役
員
を
務
め
ら
れ
た

４
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
小
中
学
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た「
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
に
関
す
る
優
秀
壁
新

聞
・
ポ
ス
タ
ー
」の
部
で
は
、
壁
新
聞
の

部
で
６
名
の
小
学
生
、ポ
ス
タ
ー
の
部
で

15
名
の
小
・
中
学
生
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　
表
彰
式
の
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
氷
見
市
の
放
生
寛
治

氏
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

　
次
に
来
賓
か
ら
山
本
徹
富
山
県
議
会
議
長
（
議
長
代
理
・
井

上
学
県
議
会
副
議
長
）、
積
良
岳
氷
見
市
議
会
議
長
の
祝
辞
が

あ
っ
た

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿
　
鍵
は
”フ
レ

イ
ル
予
防“
〜
生
き
が
い
を
持
っ
て
住
民
同
士
で
も
助
け
合
え

る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜
」と
題
し
て
、東
京
大
学
　
高
齢
社
会
総

合
研
究
機
構
機
構
長
で
あ
り
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教

授
飯
島
勝
矢
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
「
海
洋
環
境
の
回
復
・
地
域
活
性
化
・
商
品
化
を
め

ざ
し
て
〜
地
球
に
や
さ
し
い
ウ
ニ
と
や
さ
い
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
」
と
題
し
て
富
山
県
立
氷
見
高
等
学
校
か
ら
活
動
発
表
が

あ
っ
た
。

　
次
に
大
会
宣
言
案
が
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
林
千
昭
副

会
長
か
ら
読
み
上
げ
提
案
が
あ
り
、満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
終
わ
り
に
田
中
賢
次
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
長
か
ら
閉

会
の
挨
拶
が
あ
り
散
会
し
た
。

　
な
お
、次
年
度
の
開
催
は
富
山
市
と
な
っ
た
。

「
五
十
嵐
会
長
挨
拶
」要
旨

　
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
多
大
な

被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、最
も
被
害
の
大

き
か
っ
た
氷
見
市
に
お
か
れ
て
は
、
未
だ
復
興
の
最
中
に
あ
る

中
、開
催
準
備
を
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

県
連
合
会
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
項
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
家
庭
で
の
取
組
み
を
推
進
す

る「
デ
コ
活
」の
啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。「
デ

コ
活
」と
は
、
平
成
22
年
10
月
に
環
境
省
が
提
唱
し
た「
脱
炭
素

に
つ
な
が
る
新
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
る
国
民
運
動
」
の
愛

称
で
、昨
年
７
月
に
発
表
さ
れ
た
新
し
い
言
葉
で
す
。

　
家
庭
で
で
き
る
取
組
み
と
し
て
、ク
ー
ル
ビ
ズ
、節
水
、地
産

地
消
、
食
べ
き
り
、
ご
み
の
分
別
・
削
減
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
や
省
エ

ネ
家
電
の
使
用
な
ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。こ

の
例
の
多
く
は
、
私
た
ち
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
も
の
で
す
。改
め
て
、
デ
コ
活
を
知
り
、
家
庭
で
貢
献

で
き
る
取
組
み
を
周
知
し
、
デ
コ
活
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
保
健
衛
生
の
面
で
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
、健
康
寿
命
の
延

伸
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。令
和
２
年
度
よ
り
、
重
点
事
項
に「
人

生
1
0
0
年
時
代
に
向
け
て
」、「
フ
レ
イ
ル
予
防
」の
推
進
を
掲

げ
、取
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
、
フ
レ
イ
ル
対
策
の
第
一
人
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
飯
島

勝
矢
先
生
か
ら「
フ
レ
イ
ル
予
防
」に
関
す
る
ご
講
演
が
あ
り
ま

す
。貴
重
な
ご
講
演
を
お
聞
き
し
、
是
非
、
今
後
の
市
町
村
の
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
講
演
〕

　
健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿
　
鍵
は〝
フ
レ
イ
ル
予
防
〞

　
　〜
生
き
が
い
を
持
っ
て

住
民
同
士
で
も
助
け
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

医
師 

医
学
博
士 

東
京
大
学 

高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構 

機
構
長

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

　飯
島
　勝
矢 

氏

は
じ
め
に

　
果
敢
に
タ
ッ
ク
ル
す
る
ラ
ガ
ー
、
プ
チ
就
労（
農
業
）で
品
種

改
良
に
取
り
組
む
男
性
、
特
に
運
動
も
し
て
い
な
い
が
穏
や
か

な
笑
顔
の
93
歳
の
女
性
な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
紹
介
か
ら

は
じ
ま
る
。フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
、”ど
う
い
う
気
持
ち
で
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
“
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
。

１
．「
フ
レ
イ
ル
の
概
念
」

　
こ
の
時
期
は
要
介
護
の
危
険
度
が
高
い
が
、ま
だ
戻
せ
る（
可

逆
性
）。し
か
し
、
多
面
的
要
因
に
よ
る
負
の
連
鎖
が
自
立
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

※
多
面
的
要
因
と
は

　
・
社
会
的
フ
レ
イ
ル
：
独
居
　
経
済
的

困
窮
　
孤
食
　
人
と
の
つ
な
が
り
の

欠
如
等

　
・
心
理
的
・
認
知
的
フ
レ
イ
ル
：
う
つ

認
知
機
能
低
下
等

　
・
身
体
的
フ
レ
イ
ル
：
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
　
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
等

　
健
康
長
寿
を
提
唱
し
て
き
た
が
、”予
防
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
？
“
”幸
福
度（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）は
ど
う
で

あ
っ
た
か
？
“
と
の
観
点
か
ら
話
は
す
す
め
ら
れ
た
。

２
．「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」と「
フ
レ
イ
ル
の
社
会
的
側
面
」と
の

併
存
に
よ
る
リ
ス
ク

　「
身
体
的
フ
レ
イ
ル
」は
運
動
だ
け
、
栄
養
を
取
る
だ
け
で
な

く
両
方
や
っ
て
は
じ
め
て
予
防
で
き
る
も
の
だ
。そ
れ
以
上
に

「
フ
レ
イ
ル
の
社
会
的
側
面
」に
重
要
な
リ
ス
ク
が
潜
む
こ
と
に

つ
い
て
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。

　
社
会
的
側
面
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
と
し
て
、
次
の
３
点
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
・
閉
じ
こ
も
り
傾
向（
外
出
１
回
/
週
未
満
）

　
・
家
族
や
友
人
と
の
付
き
合
い
が
な
い

　
・
体
調
が
悪
い
時
に
身
近
な
相
談
相
手
が
い
な
い

３
．健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）

　
健
康
長
寿
は
幸
福
長
寿（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。実
際
に
は
、両
立
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
老
い
て
も
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
を
目
指
し
て
、

住
民
同
士
で
助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

〔
活
動
発
表
〕

　「
海
洋
環
境
の
回
復
・
地
域
活
性
化
・
商
品
化
を
め
ざ
し
て
」

〜
地
球
に
や
さ
し
い
ウ
ニ
と
や
さ
い
ク
ル
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
　
　
　
　
　
　富
山
県
立
氷
見
高
等
学
校

１
．廃
棄
野
菜
を
利
用
し
た
駆
除
ウ
ニ
の
商
品
化

　
ウ
ニ
の
駆
除
活
動
に
、
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
高
校
生
が
取

り
組
ん
だ
。駆
除
し
た
ウ
ニ
は
身
入
り
が
悪
く
お
い
し
く
な
い

が
、
市
場
に
出
せ
な
い
ト
マ
ト
や
小
松
菜
を

与
え
て
養
殖
す
る
と
、
可
食
部
が
大
き
く
育

つ
こ
と
や
、与
え
る
野
菜
に
よ
っ
て
、ウ
ニ
の

色
や
風
味
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。養
殖

に
最
適
な
条
件
を
探
っ
て
ウ
ニ
の
商
品
化
、

製
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
．私
た
ち
の
高
校
が
目
指
す
も
の
〜
地
域
連
携
実
践
型
教
育
〜

　
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
ウ
ニ
駆
除
活
動
か

ら
、藻
場
の
再
生
、食
品
ロ
ス
・
食
品
廃
棄
物
削

減
、地
域
の
特
色
あ
る
商
品
、製
品
の
販
売
へ
と

活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
昨
年
、
活
動
が
評
価
さ
れ
て
日
本
海
北
部
地

区
海
洋
高
校
生
徒
研
究
発
表
大
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

　
ま
た
、
と
や
ま
環
境
ジ
ュ
ニ
ア
活
動
賞
を
受

賞
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
藻
場
を
荒
ら
す
ウ
ニ
の
商
品
化

に
取
り
組
む
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
（
東
京
）
が
朝
日
町
に
大
規
模
な
畜

産
施
設
を
新
設
し
、商
業
ベ
ー
ス
に
の
せ
る
計
画
が
で
て
い
る
。

第
69
回
富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会
開
く

有賀厚生部長菊地氷見市長

日
　
　
時
　
令
和
６
年
10
月
12
・
13
日（
土
日
）

会
　
　
場
　
富
山
産
業
展
示
館
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
西
館

テ
ー
マ
　
県
内
最
大
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
「
と
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
」

並
び
に
県
連
合
会
の
出
展
ブ
ー
ス
等
を
視
察
し
、企
業
・

団
体
の
環
境
保
全
活
動
な
ど
の
取
組
み
を
学
び
、
エ
コ

ラ
イ
フ
の
定
着
・
拡
大
並
び
に
今
後
の
活
動
に
生
か
す
。

参
加
人
数
　
12
名

内
　
　
容
　
①
各
ブ
ー
ス
を
視
察
し
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
。

②
県
連
合
会
が
出
展
し
て
い
る「
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー
」、

「
展
示
コ
ー
ナ
ー（
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け

大
作
戦
、
児
童
生
徒
の
ポ
ス
タ
ー
等
）、「
環
境
に
関

す
る
標
語
・
宣
言
募
集
コ
ー
ナ
ー
」
の
視
察
、
参
加
。

○
第
69
回
　富
山
県
環
境
保
健
衛
生
大
会

　
日
時
　
令
和
６
年
11
月
16
日（
土
）

　
会
場
　
氷
見
市
　
氷
見
市
芸
術
文
化
館
ホ
ー
ル
　

富
山
県
知
事
表
彰
（
厚
生
部
門
功
労
）

個
人
　
大
塚
　
千
代
　
南
砺
市
環
境
保
健
協
議
会
副
会
長

　
　
　
萩
原
　
　
勉
　
舟
橋
村
保
健
衛
生
協
議
会
会
長

      

　
放
生
　
寛
治   

氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会
副
会
長

      

　
永
川
　
武
文   

富
山
市
環
境
保
健
衛
生
連
合
会
理
事

団
体
　
国
吉
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
（
高
岡
市
）

県
連
会
長
感
謝
状

  

前
副
会
長
　
　
吉
田
　
裕
造
　
滑
川
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会

  

前
副
会
長
　
　
田
中
　
賢
次
　
氷
見
市
環
境
保
健
衛
生
協
会  

  

前
常
任
理
事
　
加
納
　
昌
之
　
高
岡
市
環
境
保
健
衛
生
協
会

  

前
常
任
理
事
　
広
嶋
　
寿
雄
　
立
山
町
環
境
保
健
衛
生
協
会

県
連
会
長
表
彰

個
人

　
眞
田
　
文
夫
（
富
山
市
）
　
寺
井
　
正
三
（
富
山
市
）

　
宝
田
　
　
隆
（
富
山
市
）
　
松
本
　
光
男
（
富
山
市
）

　
平
井
　
重
成
（
富
山
市
）
　
澤
井
　
昌
美
（
富
山
市
）

　
片
山
　
良
作
（
富
山
市
）
　
里
見
　
正
夫
（
富
山
市
）

　
大
菅
　
憲
一
（
高
岡
市
）
　
上
野
　
　
誠
（
高
岡
市
）

　
鈴
木
　
　
博
（
高
岡
市
）
　
宮
木
　
裕
子
（
氷
見
市
）

　
三
輪
　
惠
子
（
砺
波
市
）
　
島
田
久
仁
子
（
砺
波
市
）

　
中
島
　
外
美
（
砺
波
市
）
　
佐
伯
美
智
子
（
砺
波
市
）

　
村
井
　
昭
子
（
砺
波
市
）
　
小
林
　
文
雄
（
南
砺
市
）

　
岡
田
三
千
男
（
小
矢
部
市
）
牧
本
　
雄
一
（
小
矢
部
市
）

団
体

　
太
田
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
　
　
　
（
高
岡
市
）

日
　
　
時
　
令
和
６
年
８
月
30
日（
金
）
14
時
〜
15
時
30
分

会
　
　
場
　
砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
　
イ
オ
ン
砺
波
店

テ
ー
マ
　
砺
波
市
・
砺
波
市
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
の
「
と
な

ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
み
を
研
修
し
、
今
後
の

連
合
会
、
市
町
村
協
議
会
の
活
動
に
生
か
す
。

参
加
人
数
　
15
名

　
講
話
　「
と
な
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
　
健
康
増
進
係
　
山
田
美
紀
　
係
長

・「
と
な
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
令
和
元
年
、
砺
波
市
が

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
の
数
値（
5・6
以
上
）の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

糖
尿
病
予
防
の
た
め
、
ま
た
、
富
山
県
の
野
菜
の
摂
取
量
が
全

国
と
比
べ
70
ｇ
程
少
な
く
、
20
・
30
・
40
代
の
野
菜
の
摂
取
量
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、「
野
菜
を
食
べ
よ
う
！
野
菜
か
ら
食
べ
よ

う
！
」
を
合
い
言
葉
に
市
健
康
セ
ン
タ
ー
並
び
に
協
議
会
が

様
々
な
活
動
を
展
開
。

・
取
り
組
み
内
容

①
チ
ー
ム
づ
く
り
：
仲
間
を
集
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ

く
る
。

②
レ
シ
ピ
づ
く
り
：
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
レ

シ
ピ
、
砺
波
の
伝
統
料
理
・
ブ
ラ
ン
ド
野

菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
作
成
並
び
に
募

集
。
ま
た
、
集
め
た
レ
シ
ピ
をcookpad

で
公
開
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
雰
囲
気
づ
く
り
：
ポ
ス

タ
ー
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
旗
、
ス
タ
ッ
フ
用
法
被
等
を
つ
く
る
。

　
そ
の
後
、
イ
オ
ン
１
階
に
移
動
し
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
ベ
ジ

チ
ェ
ッ
ク
を
使
っ
て
の
「
野
菜
接
収
量
測
定
会
」
を
視
察
し
、
ベ

ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
を
行
っ
た
。

　
二
塚
校
下
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
　
　
　
（
高
岡
市
）

　
木
津
校
区
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
　
　
　
（
高
岡
市
）

　
氷
見
市
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
大
町
地
区
（
氷
見
市
）            

　
種
田
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
　
　
　
　
（
砺
波
市
）

　
泉
沢
集
落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
砺
市
）

　
ほ
の
ぼ
の
た
じ
り
サ
ロ
ン
　
　
　
　
　
　
（
南
砺
市
）

○
令
和
６
年
度
富
山
県
県
土
美
化
推
進
県
民
会
議
総
会

　
日
時
　
令
和
６
年
４
月
22
日
（
月
）

　
会
場  

富
山
国
際
会
議
場

富
山
県
知
事
表
彰
環
境
部
門
功
労
（
県
土
美
化
分
野
）

   

石
黒
　
紘
一
（
富
山
市
）
　
四
ツ
谷
瑞
子
（
富
山
市
） 

   

關
口
　
　
謙
（
高
岡
市
）

○
全
国
大
会
表
彰

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者
等
環
境
大
臣
表
彰

　
第
68
回
生
活
と
環
境
全
国
大
会

　
日
時
　
令
和
６
年
10
月
31
日（
木
）

　
会
場
　
神
奈
川
県  

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル 

　
生
活
環
境
改
善
功
労
者
　
加
納
　
昌
之
（
高
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
生
　
　
修
（
魚
津
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
得
永
　
榮
治
（
小
矢
部
市
）

令
和
６
年
度
環
境
専
門
部
会
研
修
会

　「
と
や
ま
環
境
フ
ェ
ア
２
０
２
４
視
察
研
修
会
」

令
和
６
年
度
健
康
専
門
部
会
研
修
会

　
　「
と
な
ベ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
視
察
研
修
会
」

県連合会のブース

環境フェアの企業ブース

砺波市のクックパッド

イオンでベジチェック体験

講義の風景
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第69回富山県環境保健衛生大会

環
境
巡
視
員
研
修
会（
東
部
）報
告

ゴ
ミ
拾
い
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
！

み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦

入
善
沖
洋
上
風
力
発
電
施
設
と

　
　
　
　
入
善
町
の
ご
み
処
理
視
察
研
修
会

「
第
２
回
ス
ポ
G
O
M
I
in
上
市
」開
催

発行日　令和７年３月31日
発行者　富山県環境保健衛生連合会　会長　五十嵐　務 題字　五十嵐　務第29号

県連HP

県知事表彰 県連会長表彰

歓迎レセプション　セリオラ　クインテット

会長感謝状 小中学生　ポスター・壁新聞表彰

会長挨拶

７月21日　朝日町
町民総ぐるみ清掃デー

５月26日　砺波市
砺波市民ごみゼロ運動

日
　
時
　
令
和
６
年
９
月
12
日（
木
）10
〜
16
時

集
　
合
　
入
善
ま
ち
な
か
交
流
施
設
う
る
お
い
館

参
加
者
　
県
東
部
地
区
環
境
巡
視
員
、市
町
村
協
議
会
、市
町
村

事
務
局
、県
事
務
局
　
37
名

テ
ー
マ
　「
入
善
の
ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
」

　
　
　
　「
入
善
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
」

日
　
程

①
講
話
　「
入
善
町
の
ご
み
処
理
と
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
」

講
師
　
入
善
町
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
島
　
貴
大
主
任

資
源
物
の
出
し
方（
リ
サ
イ
ク
ル
）

・
ビ
ン
類
、
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、そ
の
他
紙
製
容
器
包
装
、紙
パ
ッ
ク
、ダ
ン
ボ
ー
ル
、

新
聞
・
雑
誌

②「
入
善
の
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
入
善
マ
リ
ン
ウ
ィ
ン
ド
合
同
会
社
に
て

　
講
師
　
株
式
会
社
ウ
ェ
ン
テ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
　
　
　
　
　
開
発
部
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
矢
守
　
悠
　
様

　
入
善
沖
海
岸
に
設
置
さ
れ
た
風
力
発
電
を
視
察

　
そ
の
後
う
る
お
い
館
に
て
風
力
気
発
電
建
設
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

③
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
ご
み
処
理
施
設「
エ
コ
ポ
〜
ト
」見
学

中央再生広場にて
資源の出し方を見学

エコぽ～とは平成12年
から稼動した燃やせる
ごみの焼却施設。魚津
市、黒部市、入善町、朝
日町のごみを処理して
いる。施設の特徴とし
て、砂でごみを燃やす
流動床燃焼方式を採用
し、公害防止用の有害
ガス除去装置、汚水を
外に出さないクローズ
ドシステム等を備えて
いる。

入善洋上風力発電所は、
入善町沖（横山海岸）
678メートル～938メー
トルに設置され出力３千
キロワット級の風車３基
で、一般家庭約３６００世
帯分稼働中。

　
10
月
20
日（
日
）、上
市
町
環
境
保
健
衛
生
協
会
が
主
催
で「
ス

ポ
G
O
M
I
大
会 

in 

上
市
」
が
上
市
町
役
場
周
辺
で
行
わ
れ
、

13
チ
ー
ム
52
人
が
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　 「
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
」は
、
３
〜
５
人
が
１
チ
ー
ム
と
な
り
、
決

め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
で
１
時
間
に
拾
っ
た
ご
み
の
種
類
や
量
で

ポ
イ
ン
ト
を
競
い
ま
す
（
燃
え
る
ご
み
は
１
０
０
g
で
20
ポ
イ

ン
ト
な
ど
）。日
本
発
祥
の
エ
コ
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
昨
年
、町
制
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
初
め
て
実
施
し
、今
回

が
２
回
目
に
な
り
ま
す
。

 
い
ざ
競
技
が
始
ま
っ
て
み
る
と
側
溝
や
植
え
込
み
、
道
端
の

段
差
や
電
柱
脇
、
雑
草
の
影
な
ど
様
々
な
死
角
に
ご
み
が
落
ち

て
い
た
よ
う
で
す
。家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
な
が
ら
集
め

た
ご
み
の
総
量
は
、34
・
20
㎏
で
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
ご
み
拾
い
も
楽
し
ん
で

取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
住

ま
い
を
き
れ
い
に

す
る
大
切
さ
、
達

成
感
を
改
め
て
実

感
し
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
令
和
６
年
度
の
会
報
を
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。会
報
の
編
集
と
い
う
大
役
を
賜
り
、身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
叫
ば
れ
て
数
十
年
が
経

ち
、
今
は
様
々
な
世
代
に
私
た
ち
の
環
境
へ
の
意
識
が
根
付
い

て
い
ま
す
。し
か
し
、猛
暑
や
豪
雨
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
が
私

た
ち
の
生
活
に
直
撃
し
、
意
識
だ
け
で
な
く
環
境
や
防
災
へ
の

新
し
い
知
識
を
積
み
上
げ
て
い
く
時
代
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
１
月
１
日
の
地
震
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
の
一
年

で
し
た
。こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た

の
か
等
、様
々
な
意
見
が
地
域
で
あ
が
り
、色
々
な
こ
と
が
実
行

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た
時
や
日

常
生
活
の
中
で
の
困
っ
た
こ
と
等
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の

情
報
発
信
が
で
き
ま
す
よ
う
、
委
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
村
上
記
）

　
今
年
度
の
「
み
ん
な
で
き
れ
い
に
せ
ん
ま
い
け
大
作
戦
」
は
、

６
月
か
ら
９
月
に
全
15
市
町
村
で
実
施
さ
れ
、
３
万
４
千
人
ほ

ど
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
お
陰
で
富
山
が
本
当
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

④
新
川
広
域
圏
事
務
組
合
粗
大
ご
み
処
理
施
設
「
宮
沢
清
掃
セ

ン
タ
ー
」

　
　
屋
内
式
新
最
終
処
分
場
の
見
学

新最終処分場
屋根付の最新鋭の最終処
分場で外部への埋立物の飛
散や臭気による環境への悪
影響が無く、雨や雪の天候
にも影響されることも無い
との説明。

（1） （4）


